
　2016年にSD-OCTが登場し、広く臨床で普及して以来、光源や信号解析技術の進歩に伴って、OCTは著しく進歩し
た。網膜をはじめ眼生体組織を2次元的、3次元的に解析を行うことにより、今まで観察できなかった病変部の微細な変
化を捉えられるようになった。
　最近では、眼科領域においても研究及び臨床現場においてOCTは網膜の構造の解析にルーティン的に使用されるよう
になり、学術的な報告が多くなされている。診断や病態の解釈及び学術的検討においても、OCTはより速く、より深く、
より高分解能へと進歩が求められている。
　これら著しく進歩しているOCTの中でも特に高分解能を有するOCTを用いて得られた鮮明な画像で研究及び臨床現場
でどのような成果を得られているのか、御三名の先生方に最近のご研究の成果をお話いただく。
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